
競 技 注 意 事 項 

 

１．本大会規則は、２０２３年（財）日本陸上競技連盟と本大会要項、申し合わせ事項による。 

 

２．招集は、メインスタンド下の１００ｍスタート位置付近の招集所で行う。 

  ・招集終了後は、スタート位置で練習、待機する。（競技場から出ないようにする） 

  ・選手の招集時間は次のとおりとする。 

     トラック種目 ：競技開始２５分前に開始し、１５分前に完了する 

フィールド種目：競技開始５０分前に開始し、４０分前に完了する。 

 

３．トラック競技は１回の不正スタートで失格とする。 

 

４．リレーのオーダー用紙は、招集終了時刻の１時間前までに招集所に提出すること。 

 

５．フィールド競技は３回の試技を行う。（走高跳、棒高跳は除く） 

  フィールド競技の計測ラインと高さの競技のバーの上げ方は審判長の判断で設定する。  
 

６．ポールは跳躍場において審判員が検査する。砲丸は、器具庫において審判員が検査する。 

 

７．スパイクは９mm以下のものでなければならない。ただし、走高跳は１２mm以下とする。 

 

８．プログラムに訂正のある場合は、プログラムにあるプログラム追加訂正申請書に必要事項

を記入し、８：３０までに本部まで提出する。 

 

９. アスリートビブス（ナンバーカード）は陸協規定（要覧告知事項参照）のものを使用する

こと。 

 

10. プログラムは当日正面玄関において受付と同時に配布する。 

 

11. 所持品は各自で管理する。 

 

12．傷害事故発生のときは、当初の手当は本部で行うがその後は本人負担とする。 

 

13. 参加者は個人・団体で傷害保険に加入しておくこと。 


